
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も中学校区の４小学校五年生183人が春日新田小学校の体

育館に集まってマスコミ学習会を行いました。 

 お越しいただいたのは、以下のお二人です。 

新潟日報社 上越支社    波多 郁之 様 

ＪＣＶケーブルビジョン   鶴見 幸恵 様 

 講師のお二人からは、それぞれの仕事の内容を中心に、働く思

いや大切にしていること、さらにはやりがいなどを子どもたちに

伝えていただきました。また、キャリア教育に関わる、お二人の

生き方について、職に就いたきっかけやいきさつなどをもとに分

かりやすく丁寧にお話ししていただきました。 

おそらく子どもたちの中には、アナウンサーを希望していたり、

記者のような仕事に就きたいと考えたりする人がいるのではな

いでしょうか。最前線で活躍しているお二人の話は、子どもたち 

にとって自身の将来像を描いたり、仕事選びや自分の生き方への 

大きなヒントになったりしたことと思います。情報が溢れ物事の価値や考えが多種多様になり、

先のことを想像するのがなかなか難しい時代でもありますが、このように身近な大人から話を聞

くことによって、子どもたち一人一人に感じることや考えることの何かを届けられたのではない

でしょうか。直東学園の５年生には、自分をしっかり見つめ、先を見て、行動を起こしていける

人間になってほしいと願うばかりです。 

さて、このマスコミ学習会は、５年社会科の通信や放送に関わる学習にも繋がっています。そ

のため、社会科の学習理解を深めたり、学習意欲を高めたりする貴重な時間でもありました。３

学期には、各校で JCV ケーブルビジョンへの見学を予定しています。昨年は、コロナ禍で思うよ

うに見学ができませんでしたが、感染対策を行い、子どもたちの学びのためにも学習の機会を増

やしていきたいと思います。 

直東学園で、「キャリア教育」を中核とした生き方教育を推進し

て、８年目となります。そのキャリア教育でねらう「育てたい資質・

能力」は右の表です。この後のページで、各学校の取組を掲載して

いますので、どうぞご覧ください。 

また、キャリア教育は、全教育活動を通して実践するものです。

行事だけでなく、学級の係活動の仕事振りや、（生き方モデルとしての）教師の一挙手一投足も

全てがキャリア教育に通じています。以下は、直東学園で行っているキャリア教育に関係する共

通取組です。 
 

小４：十歳を祝うつどい(1/2 成人式)  小５：マスコミ学習会   中１：ようこそ先輩 

小１～中３：総合や特別活動の時間等でのキャリア教育の取組    中２：立志式 等々 

育てたい資質･能力 

人間関係形成能力 

自己理解・自己管理能力 

課題対応能力 

キャリアプランニング能力 

郷土愛 

鶴見アナ・波多記者の講話 

話を真剣に聞く 5年生たち 

 

 

 

 

 

 

 

 

直東学園ニュース 
 直江津東中学校区すこやかネットワークだより 
 

 地域を愛し、自立と共生ができ、未来を創る子ども 
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【自分で考える 動く（かかわる）】 

 生活科・総合的な学習の時間を中心に体験

を伴った学習を行っています。各学年の活動

の中で、疑問や悩みが生まれ、それを解決す

るために聞いたり調べたりしました。身の回

りのことに関心をもち、話し合いを進めなが

ら、自分の今と未来について考えるよい機会

となっています。 

 

  

 

 

 

 

 生き物や自然とふれ合いながら、人や生き

物とのかかわりを考えた１年生。野菜栽培を

通じて友達や先 

生方、地域の人 

など多くの人と 

かかわっている 

２年生。大豆を 

育てたり調べた 

りするうちに生まれた疑問を解決し、学びを

深めている３年生。飯田川調査を通じて、川

が地域にもたらす恵みや災い、地域と飯田川

とのつながりを学んだ４年生。稲作体験を通

じて、食を生産 

する苦労を体感 

し食の大切さが 

分かった５年生。 

上越の偉人につ 

いての学習や様 

々な職業の方々のお話を聞いて自分の生き

方を考えた６年生。 

子どもの意識に沿った活動を展開するこ

とで、学びを深め、自己を見つめ直したり、

地域のよさを再認識したりしています。 

 

 

縦割り班で歩いた遠 

足では、低学年を思い 

やる高学年の姿や励ま 

されて最後まで歩き通 

す低学年の姿が見られ 

ました。 

また、学年ごとに決 

まっている仕事を率先 

して行う子どもたちの 

姿がありました。 

人とかかわりながら、自分の役割を果た

そうとする子どもたちが増えました。 

 

 

 

【キャリア教育の視点でとらえる生活科・ 

総合的な学習の時間】 

北諏訪小学校の取組 保倉小学校の取組 

【他学年とのかかわりを重視した遠足】 

 

 

１年生 植物や動物（羊）の世話を通して、

自分にできることは何かを考え、実

践する力を付けていきました。 

 ２年生 地域の方から野菜の作り方を教わ

り、野菜にとってよりよい環境を整

えることで、豊作に繫がり「育てる」

喜びを感じました。 

 ３年生  校区を知り、地域の方の思いに触

れ、保倉のよさを見付けました。地

域を大切にしようという気持ちが

芽生えました。 

 ４年生  白鳥の保護に力を尽くしている

方々とかかわり、環境問題に目を向

け、地域を始めとして未来の自然に

ついて考えました。 

 ５年生 農業への熱意や苦労をお聞きし、米

作りの大変さを実感しました。また

販売する側の難しさも知りました。 

６年生 高齢者施設を訪れ、入居者との触

れ合いや仕事をしている方へのイ

ンタビューを通じて、相手に合った

かかわり方を学びました。また、他

の職業についても聞く機会があり、

就労の意味を考えるきっかけとな

りました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低学年】～人間関係形成、自己管理～ 

 １年生は、自然に親しみ、アサガオの栽培

やヒツジの飼育をしました。自分から対象に

かかわることや、生命を大切にすること、友

達と一緒に協力するよさを学びました。 

２年生は、自分で調べながら野菜を育てま

した。地域やＪＡの方に教えていただく中

で、仲間と活動する楽しさを学びました。 
 

  

 

 

 

 

 

 
 

【中学年】～共感性、情報活用～ 

 ３年生は、町探検を通して地域の「すてき」

を発見する活動を行いました。地域の「すて

き」を見つけに行ったり、地域の方から話を

聞いたりして、地域への理解を深めました。 

４年生は、関川にかかわる活動を通して、

身近な環境について学びました。地球環境学

校の近くを流れる中ノ俣川と比べ、水質検査

や生き物調査などから、新しい発見や学びを

新聞にまとめて発信しました。 

【高学年】～自己管理、協働性～ 

 ５年生は、稲作体験を通して、地域愛を育

み、米づくりを学んだり、農業の課題を考え

たりしました。お米を販売する活動を通し

て、仲間と共に活動するよさを学びました。 

６年生は、様々な職種の方から働くことの

意義や社会に出るために必要な力を学びま

した。話を聞いたり体験したりすることで、

その仕事の大切さを考えました。これら活動

を通して、これからの自分の生き方や将来に

向けての夢を考えました。      

 

 

【児童会行事『ふじの実キッズ』】 

 毎年、秋に行う児童会行事があります。そ

れを「ふじの実キッズ」と言います。各学級

ではこの行事が近づくと何度も話合いアイ

デアを出し合います。当日は、お客さんを招

き入れるお店側とそこを訪れるお客さん側

に分かれます。教室は子どもたちで作った遊

びやゲームの空間になります。多くの子ども

たちは、この活動をとても 

楽しみにしています。なぜ 

なら、自分たちが考えたア 

イデアでお客さんを笑顔 

にしたり喜ばせたりできるからです。そこに

は誰かを楽しませることの心地よさを感じ

ている多くの子どもたちがいるということ

になります。相手のことを思って何かを成し

遂げる、学級の友達の支え 

や協力に感謝する、来た人 

を見て笑顔にできたという 

達成感が味わえる、最後に 

学級が団結できたという気持ちになる。 

様々な感情や気持ちを育んでいます。それ

がこの「ふじの実キッズ」です。 

【６年ふじの実活動『人から学ぶ』】 

 ６年生の総合的な学習の時間では、「未来

をえがこう！プロフェショナルに学ぶ」と題

して、カメラマン、幼稚園 

の先生、飲食店経営者、医 

師、美容師など、地域の様 

々な職業の方からお話を聞 

きました。仕事内容はもちろん、やりがいや

厳しさ、心掛けていることなど、子どもたち

にとって興味深いお話をたくさん聞かせて

いただきました。また、仕事で使う道具を見

せていただいたり、実演をしていただいたり

して、心に残る貴重な体験となりました。こ

こでの学びを将来にどう 

生かしていくのか、３学 

期にまとめていきます。 

 

 

 

春日新田小学校の取組 有田小学校の取組 
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【職業講話（１年生の取組）】 

 今年度はハローワークと地域の企業の

方々から、仕事をするために大切なことをお

話していただきました。また、理容業の体験

授業もしていただきました。中学生のときに

頑張ることとして、 

挨拶をしっかりす 

ることやコツコツ 

努力する大切さを 

学ぶことができま 

した。 

 

【立志式（２年生の取組）】 

式の前半では、新１年生に東中をＰＲする

目的で制作したＣＭを上映し、来賓の方々や

参列した保護者の方々に、東中の素晴らしさ

と自分達の東中への思いを発表しました。 

後半は、青少年 

育成会議会長の熊

木敏夫様から立志

バッジをいただ

き、『５年後の自

分』というテーマ 

で、近い将来像や目標を発表し合って、さら

に成長を目指す決意を確認しました。 

 

【卒業生に話を聞く会（３年生の取組）】 

高校２年生の６人に来ていただきました。

パネルディスカッションでは、卒業生から高

校生活について詳しく教えていただきまし

た。また、中学時代のエピソードを交えたア

ドバイスもありました。お話の内容や先輩方

のしっかりした姿に、中学３年生は大きな刺

激を受けていました。きっと今後の進路に生

かしてくれるものと思います。 

 

 

 

 

直江津東中学校の取組   

  

 

外国語科の学習で、春日新田小学校と有田

小学校の６年生がオンラインで交流し、小学

校の思い出を英語で発表し合いました。 

 両校の６年生の多くは、分離前の春日新田

小学校の最後に１年生として同じ校舎で学

んだ仲間であり、また多くが直江津東中学校

に進学します。かつてのクラスメイトに向け

て、自分たちの小学校生活での一番の思い出

を、英語で発表し合いました。 

 オンライン交流は、11 月 21 日（月）と 28

日（月）の２日に分け、学級ごとに３回行い

ました。８～９人の班で、ビデオ通話を使っ

て発表しました。 

どちらの学校でも、事前に学校行事でどん

なことをしたのか、その際の気持ちなどを英

語だけで伝わるように、内容を吟味して熱心

に練習していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流当日は、相手に伝わるように大きな声

でジェスチャーも交えながらわかりやすく

話そうとする姿、うなずいたり、あいづちを

うったり、ほめたりなど相手意識をもって聞

こうとする様子が見られ、これまで学習した

ことをよく生かせており、和やかな雰囲気で

交流が進んでいました。 

事後の感想には、「（相手の）小学校の行事

について知ることが出来てとても楽しかっ

た。」「（相手の）英語がとても上手でびっく

りした。自分もがんばろうと思った。」 

「久しぶりになつかしい友達の顔が見られ

て嬉しかった。中学校で会うのが楽しみ！」

など前向きな感想が多く聞かれました。 

 

 

 

小学校６年生 外国語科の実践 

 
『小学校の思い出を発表し合おう』 

 

【春日新田小学校】 

【有田小学校】 


